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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パーソナルケア組成物であって、
　（Ａ）空隙を有するラテックス粒子であって、
　　（ｉ）少なくとも１つのコアポリマーであって、（ａ）前記コアポリマーの総重量に
基づいて、２０～６０重量％の、少なくとも１つのカルボン酸基を含有するモノエチレン
性不飽和モノマー、および（ｂ）前記コアポリマーの総重量に基づいて、４０～８０重量
％の非イオン性エチレン性不飽和モノマーから誘導される重合単位を含む少なくとも１つ
のコアポリマーと、
　　（ｉｉ）最も外側のシェルポリマーであって、（ａ）前記最も外側のシェルポリマー
の総重量に基づいて、２２．３～４７．３重量％の非イオン性エチレン性不飽和モノマー
、（ｂ）前記最も外側のシェルポリマーの総重量に基づいて、５０～７５重量％の、トリ
（メタ）アクリレートおよび混合エチレン官能基を有する（メタ）アクリルモノマーから
なる群から選択される脂肪族モノマー、および（ｃ）２－アクリルアミド－２－メチルプ
ロパンスルホン酸、スチレンスルホン酸、およびスチレンスルホン酸ナトリウムからなる
群から選択される少なくとも１つの非カルボン酸基を含むモノエチレン性不飽和モノマー
から誘導される重合単位を含む最も外側のシェルポリマーと、を含む、空隙を有するラテ
ックス粒子と、
　（Ｂ）少なくとも１つのＵＶ吸収剤と、を含み、
　前記空隙を有するラテックス粒子が、前記組成物の総重量に基づいて、０．５～２０重
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量％の量で存在し、前記空隙を有するラテックス粒子が、空隙を含有し、かつ１００ｎｍ
～４００ｎｍの粒径を有し、前記空隙を有するラテックス粒子が、少なくとも３つのシェ
ルを含み、前記最も外側のシェルが、前記空隙を有するラテックス粒子の全シェル部分の
少なくとも４５重量％を含む、パーソナルケア組成物。
【請求項２】
　前記最も外側のシェルポリマーの前記脂肪族モノマーが、トリメチロールプロパントリ
メタクリレート、トリメチロールプロパントリアクリレート、１，２，４－ブタントリオ
ールトリアクリレート、１，２，４－ブタントリオールトリメタクリレート、グリセロー
ルトリアクリレート、リセロールトリメタクリレート（ｌｙｃｅｒｏｌ　ｔｒｉｍｅｔｈ
ａｃｒｙｌａｔｅ）、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ペンタエリスリトールト
リメタクリレート、ポリオキシプロピルトリメチロールプロパントリアクリレート、ポリ
オキシプロピルトリメチロールプロパントリメタクリレート、シリコーントリアクリレー
ト、シリコーントリメタクリレート、１，３，５－トリアクリロイルヘキサヒドロ－ｓ－
トリアジン、１，３，５－トリメタクリロイルヘキサヒドロ－ｓ－トリアジン、トリメチ
ロールエタントリアクリレート、トリメチロールエタントリメタクリレート、１，１，１
－トリメチロールプロパントリアクリレート、１，１，１－トリメチロールプロパントリ
メタクリレート、１，２，３－トリメチロールプロパントリアクリレート、１，２，３－
トリメチロールプロパントリメタクリレート、１，１，１－トリメチロールプロパントリ
ス（アクリルオキシプロピオネート）、１，１，１－トリメチロールプロパントリス（メ
タクリルオキシプロピオネート）、１，２，３－トリメチロールプロパントリス（アクリ
ルオキシプロピオネート）、１，２，３－トリメチロールプロパントリス（メタクリルオ
キシプロピオネート）、トリス－（２－アクリルオキシエチル）イソシアヌレート、トリ
ス－（２－メタクリルオキシエチル）イソシアヌレート、およびこれらの混合物からなる
群から選択される１つ以上のトリ（メタ）アクリレートを含む、請求項１に記載のパーソ
ナルケア組成物。
【請求項３】
　前記最も外側のシェルポリマーの前記脂肪族モノマーが、ネオペンチルグリコールモノ
ジシクロペンテニルエーテルのアクリレートエステル、アリルアクリルオキシプロピオネ
ート、アリルアクリレート、アリルメタクリレート、クロチルアクリレート、クロチルメ
タクリレート、３－シクロヘキセニルメチレンオキシエチルアクリレート、３－シクロヘ
キセニルメチレンオキシエチルメタクリレート、ジシクロペンタジエニルオキシエチルア
クリレート、ジシクロペンタジエニルオキシエチルメタクリレート、ジシクロペンテニル
アクリレート、ジシクロペンテニルメタクリレート、ジシクロペンテニルオキシエチルア
クリレート、ジシクロペンテニルオキシエチルメタクリレート、ネオペンチルグリコール
モノジシクロペンテニルエーテルのメタクリレートエステル、メタアリルアクリレート、
トリメチロールプロパンジアリルエーテルモノアクリレート、トリメチロールプロパンジ
アリルエーテルモノメタクリレート、Ｎ－アリルアクリルアミド、およびこれらの混合物
からなる群から選択される、１つ以上の、混合エチレン官能基を有する（メタ）アクリル
モノマーを含む、請求項１に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項４】
　前記最も外側のシェルポリマーの前記脂肪族モノマーが、アリルメタクリレート、トリ
メチロールプロパントリメタクリレート、トリメチロールプロパントリアクリレート、お
よびこれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記最も外側のシェルの前記非イオン性エチレン性不飽和モノマーが、スチレン、エチ
ルビニルベンゼン、ｔ－ブチルスチレン、およびそれらの組み合わせからなる群から選択
される、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記コアポリマーの少なくとも１つのカルボン酸基を含有する前記モノエチレン性不飽
和モノマーが、（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリルオキシプロピオン酸、イタコン酸
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、アコニット酸、マレイン酸、無水マレイン酸、フマル酸、クロトン酸、シトラコン酸、
無水マレイン酸、モノメチルマレエート、モノメチルフマレート、モノメチルイタコネー
ト、およびこれらの混合物からなる群から選択されるモノマーを含み、
　前記コアポリマーの前記非イオン性エチレン性不飽和モノマーが、スチレン、ビニルト
ルエン、エチレン、ビニルアセテート、塩化ビニル、塩化ビニリデンアクリロニトリル、
（メタ）アクリルアミド、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、
ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ベンジル（メ
タ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、オレイル（メタ）アクリレート、パ
ルミチル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、およびこれらの混合
物からなる群から選択されるモノマーを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記シェルポリマーが、０．１～５重量％の、少なくとも１つのカルボン酸基を含有す
るモノエチレン性不飽和モノマーから誘導される重合単位をさらに含む、請求項１に記載
のパーソナルケア組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載のパーソナルケア組成物の有効量を皮膚に局所的に
投与することを含む、ＵＶ損傷から皮膚を保護する方法。
【請求項９】
　日焼け止め組成物のＳＰＦまたはＵＶ吸収を高める方法であって、前記方法は、前記組
成物の総重量に基づいて、０．５～２０重量％の空隙を有するラテックス粒子を前記組成
物に添加することを含み、前記空隙を有するラテックス粒子が、
　（Ａ）空隙を有するラテックス粒子であって、
　　（ｉ）少なくとも１つのコアポリマーであって、（ａ）前記コアポリマーの総重量に
基づいて、２０～６０重量％の、少なくとも１つのカルボン酸基を含有するモノエチレン
性不飽和モノマー、および（ｂ）前記コアポリマーの総重量に基づいて、４０～８０重量
％の非イオン性エチレン性不飽和モノマーから誘導される重合単位を含む少なくとも１つ
のコアポリマーと、
　　（ｉｉ）最も外側のシェルポリマーであって、（ａ）前記最も外側のシェルポリマー
の総重量に基づいて、２２．３～４７．３重量％の非イオン性エチレン性不飽和モノマー
、（ｂ）前記最も外側のシェルポリマーの総重量に基づいて、５０～７５重量％の、トリ
（メタ）アクリレートおよび混合エチレン官能基を有する（メタ）アクリルモノマーから
なる群から選択される脂肪族モノマー、および（ｃ）２－アクリルアミド－２－メチルプ
ロパンスルホン酸、スチレンスルホン酸、およびスチレンスルホン酸ナトリウムからなる
群から選択される少なくとも１つの非カルボン酸基を含むモノエチレン性不飽和モノマー
から誘導される重合単位を含む最も外側のシェルポリマーと、を含む、空隙を有するラテ
ックス粒子と、
　（Ｂ）少なくとも１つのＵＶ吸収剤と、を含み、
　前記空隙を有するラテックス粒子が空隙を含み、かつ１００ｎｍ～４００ｎｍの粒径を
有し、前記空隙を有するラテックス粒子が、少なくとも３つのシェルを含み、前記最も外
側のシェルが、前記空隙を有するラテックス粒子の全シェル部分の少なくとも４５重量％
を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、空隙を有するラテックス粒子と紫外線吸収剤とを含むパーソナルケ
ア組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルケア組成物は、多様な利益をユーザに提供する様々な添加剤を含む。日焼け
止め組成物は、特に、皮膚を損傷する可能性がある紫外線（「ＵＶ」）放射線からの保護
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を提供する。紫外線は、ＵＶＡ（長波、すなわち３２０－４００ｎｍの波長）およびＵＶ
Ｂ（短波、すなわち２９０－３２０ｎｍの波長）に分類することができる。日焼け止め配
合物の有効性は、日焼け止め指数（「ＳＰＦ」）によって測定される。ＵＶＡおよびＵＶ
Ｂの両方の形態の放射線は有害であるため、日焼け止め配合物は両方の種類の線からの保
護を提供する。ＵＶ吸収剤には、二酸化チタンなどの物理的ブロッカー、およびパラ－ア
ミノ安息香酸ならびにオクチルメトキシシンナメートなどの化学的吸収剤が含まれる。あ
る特定の組成物では、望ましくない審美的および毒物学的効果のためにＵＶ吸収剤のレベ
ルを低下させることが望ましい。
【０００３】
　そのために、光散乱体および紫外線吸収剤を含むパーソナルケア組成物が開示されてい
る。例えば、米国特許第５，６６３，２１３号は、空隙を有するラテックス粒子を組成物
に組み込むことによって、少なくとも１つの紫外線吸収剤を含有する組成物の紫外線吸収
を改善する方法を開示している。先行技術は、ＵＶ吸収剤と組み合わせて組成物のＳＰＦ
を高めるのに使用するためのこのような粒子を開示しているが、このような組成物は高い
度合いで不快な香りプロファイルを有することが知られており、したがって顔用クリーム
、ローション、日焼け止めなどの組成物中で使用するのに好適ではない。
【０００４】
　結果として、好ましい香りプロファイルも提供しながら、ＳＰＦの上昇をもたらす、Ｕ
Ｖ吸収剤および粒子光散乱体、すなわち空隙を有するラテックス粒子を含む新しいパーソ
ナルケア組成物を開発する必要がある。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明の一態様はパーソナルケア組成物を提供し、パーソナルケア組成物は、（Ａ）空
隙を有するラテックス粒子であって、（ｉ）少なくとも１つのコアポリマーであって、（
ａ）コアポリマーの総重量に基づいて、２０～６０重量％の、少なくとも１つのカルボン
酸基を含有するモノエチレン性不飽和モノマー、および（ｂ）コアポリマーの総重量に基
づいて、４０～８０重量％の非イオン性エチレン性不飽和モノマーから誘導される重合単
位を含む少なくとも１つのコアポリマーと、（ｉｉ）少なくとも１つのシェルポリマーで
あって、（ａ）シェルポリマー（複数可）の総重量に基づいて、１０～７０重量％の非イ
オン性エチレン性不飽和モノマー、および（ｂ）シェルポリマー（複数可）の総重量に基
づいて、３０～９０重量％の、トリ（メタ）アクリレートおよび混合エチレン官能基を有
する（メタ）アクリルモノマーからなる群から選択される脂肪族モノマーから誘導される
少なくとも１つのシェルポリマーと、を含む空隙を有するラテックス粒子と、（Ｂ）少な
くとも１つのＵＶ吸収剤と、を含み、空隙を有するラテックス粒子が、組成物の総重量に
基づいて、０．５～２０重量％の量で存在し、空隙を有するラテックス粒子が、空隙を含
有し、かつ１００ｎｍ～４００ｎｍの粒径を有する。
【０００６】
　本発明の別の態様は、有効量のパーソナルケア組成物を皮膚に局所的に投与することを
含む、ＵＶ損傷から保護するための方法を提供し、パーソナルケア組成物が、（Ａ）（ｉ
）少なくとも１つのコアポリマーであって、（ａ）コアポリマーの総重量に基づいて、２
０～６０重量％の、少なくとも１つのカルボン酸基を含有するモノエチレン性不飽和モノ
マー、および（ｂ）コアポリマーの総重量に基づいて、４０～８０重量％の非イオン性エ
チレン性不飽和モノマーから誘導される重合単位を含む少なくとも１つのコアポリマーと
、（ｉｉ）少なくとも１つのシェルポリマーであって、（ａ）シェルポリマー（複数可）
の総重量に基づいて、１０～７０重量％の非イオン性エチレン性不飽和モノマー、および
（ｂ）シェルポリマー（複数可）の総重量に基づいて、３０～９０重量％の、トリ（メタ
）アクリレートおよび混合エチレン官能基を有する（メタ）アクリルモノマーからなる群
から選択される脂肪族モノマーから誘導される重合単位を含む少なくとも１つのシェルポ
リマーと、を含む空隙を有するラテックス粒子と、（Ｂ）少なくとも１つのＵＶ吸収剤と
、を含み、空隙を有するラテックス粒子が、組成物の総重量に基づいて、０．５～２０重
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量％の量で存在し、空隙を有するラテックス粒子が、空隙を含有し、かつ１００ｎｍ～４
００ｎｍの粒径を有する。
【０００７】
　別の態様では、本発明は、組成物の総重量に基づいて、０．５～２０重量％の空隙を有
するラテックス粒子を該組成物に添加することを含む、日焼け止め組成物のＳＰＦまたは
ＵＶ吸収を高めるための方法を提供し、空隙を有するラテックス粒子が、（Ａ）（ｉ）少
なくとも１つのコアポリマーであって、（ａ）コアポリマーの総重量に基づいて、２０～
６０重量％の、少なくとも１つのカルボン酸基を含有するモノエチレン性不飽和モノマー
、および（ｂ）コアポリマーの総重量に基づいて、４０～８０重量％の非イオン性エチレ
ン性不飽和モノマーから誘導される重合単位を含む少なくとも１つのコアポリマーと、（
ｉｉ）少なくとも１つのシェルポリマーであって、（ａ）シェルポリマー（複数可）の総
重量に基づいて、１０～７０重量％の非イオン性エチレン性不飽和モノマー、および（ｂ
）シェルポリマー（複数可）の総重量に基づいて、３０～９０重量％の、トリ（メタ）ア
クリレートおよび混合エチレン官能基を有する（メタ）アクリルモノマーからなる群から
選択される脂肪族モノマーから誘導される重合単位を含む、少なくとも１つのシェルポリ
マーと、を含む空隙を有するラテックス粒子と、（Ｂ）少なくとも１つのＵＶ吸収剤と、
を含み、空隙を有するラテックス粒子が、空隙を含有し、かつ１００ｎｍ～４００ｎｍの
粒径を有する。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明者らは、驚くべきことに、コアポリマーと少なくとも１つのシェルポリマーとを
含む空隙を有するラテックス粒子が、ＳＰＦの上昇および改善された香りプロファイルを
提供することをここで見出し、コアポリマーが、少なくとも１つのカルボン酸基を含有す
るモノエチレン性不飽和モノマーおよび非イオン性エチレン性不飽和モノマーから誘導さ
れる重合単位を含み、シェルポリマーが、非イオン性エチレン性不飽和モノマーならびに
トリ（メタ）アクリレートおよび混合エチレン官能性を有する（メタ）アクリルモノマー
からなる群から選択される脂肪族モノマーから誘導される重合単位を含む。
【０００９】
　本発明において、「パーソナルケア」は、例えば、ローション、クリーム、ゲル、ゲル
クリーム、血清、トナー、ワイプ、マスク、液体ファンデーション、メークアップ、着色
モイスチャライザー、オイル、顔／ボディスプレー、局所用医薬品、および日焼け止め組
成物を含む、皮膚への塗布時に放置する化粧品およびスキンケア組成物を指すことを意図
する。「日焼け止め組成物」は、ＵＶ損傷から皮膚を保護する組成物を指す。「パーソナ
ルケア」は、局所的に投与される（すなわち、摂取されない）組成物に関する。好ましく
は、パーソナルケア組成物は化粧品的に許容される。「化粧品的に許容される」とは、パ
ーソナルケア組成物において典型的に使用される成分を指し、パーソナルケア組成物中に
典型的に見出される量で存在する場合に毒性である材料は、本発明の一部として考慮され
ないことを強調することを意図する。本発明の組成物は、例えば従来の混合、溶解、造粒
、乳化、カプセル化、封入または凍結乾燥法により、当技術分野において周知のプロセス
によって製造することができる。
【００１０】
　本明細書で使用される場合、「ポリマー」という用語は、同一であろうとまたは異なる
種類であろうと、モノマーを重合することによって調製されたポリマー化合物を指す。一
般的な用語「ポリマー」には、用語「ホモポリマー」、「コポリマー」および「ターポリ
マー」が含まれる。本明細書で使用される場合、「から誘導された重合単位」という用語
は、生成物ポリマーが重合反応の出発物質である構成モノマー「から誘導された重合単位
」を含有する重合技術に従って合成されるポリマー分子を指す。本明細書で使用される場
合、「（メタ）アクリル」という用語は、アクリルまたはメタクリルを指す。
【００１１】
　本明細書で使用される場合、「ガラス転移温度」または「Ｔｇ」という用語は、ガラス
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質ポリマーがポリマー鎖の分節性運動を受けるであろう温度またはそれ以上の温度を指す
。ポリマーのガラス転移温度は、Ｆｏｘ方程式（Ｂｕｌｌｅｔｉｎ　ｏｆ　Ａｍｅｒｉｃ
ａｎ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ、１（３）１２３ページ（１９５６））によっ
て次のように推定することができる：
　　１／Ｔｇ＝ｗ１／Ｔｇ（１）＋ｗ２／Ｔｇ（２）

　コポリマーについては、ｗ１およびｗ２は、２つのコモノマーの重量分率を示し、Ｔｇ

（１）およびＴｇ（２）は、モノマーから製造された２つの対応するホモポリマーのガラ
ス転移温度を示す。３つ以上のモノマーを含むポリマーについては、追加の用語が加えら
れる（ｗｎ／Ｔｇ（ｎ））。ホモポリマーのガラス転移温度の適切な値を使用することに
よって、ポリマーのＴ（ｇ）を計算することもでき、これは、例えば、Ｊ．Ｂｒａｎｄｒ
ｕｐ　ａｎｄ　Ｅ．Ｈ．Ｉｍｍｅｒｇｕｔ，Ｉｎｔｅｒｓｃｉｅｎｃｅ　Ｐｕｂｌｉｓｈ
ｅｒｓによって編集された「Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ」で見ることができる。
ポリマーのＴｇは、例えば、示差走査熱量測定（「ＤＳＣ」）を含む様々な技術によって
も測定することができる。本明細書で報告されるＴｇの値は、ＤＳＣによって測定される
。
【００１２】
　本発明のパーソナルケア組成物は、空隙を有するラテックス粒子を含有する。本発明に
有用な空隙を有するラテックス粒子は、少なくとも１つのコアポリマーおよび少なくとも
１つのシェルポリマーを含む多段粒子を含む。コア重量対全ポリマー重量の比は、１：４
（２５％コア）～１：１００（１％コア）、好ましくは１：８（１２％コア）～１：５０
（２％コア）である。
【００１３】
　少なくとも１つのコアポリマーは、少なくとも１つのカルボン酸基を含むモノエチレン
性不飽和モノマーおよび非イオン性エチレン性不飽和モノマーから誘導された重合単位を
含む。コアポリマーは、例えば、少なくとも１つのカルボン酸基を含むモノエチレン性不
飽和モノマーのエマルジョン単独重合によって、または少なくとも１つのカルボン酸基を
含む２つ以上のモノエチレン性不飽和モノマーの共重合によって得ることができる。ある
特定の実施形態では、少なくとも１つのカルボン酸基を含むモノエチレン性不飽和モノマ
ーは、１つ以上の非イオン性（すなわち、イオン化可能な基を有さない）エチレン性不飽
和モノマーと共重合される。理論に束縛されることを望むものではないが、イオン化可能
な酸基の存在は、塩基を含有する水性または気体状の媒体などの膨潤剤の作用によってコ
アを膨潤させ、酸性コアポリマーを部分的に中和し、水和による膨れを引き起こすと考え
られる。
【００１４】
　好適なコアポリマーの少なくとも１つのカルボン酸基を含有するモノエチレン性不飽和
モノマーとしては、例えば、（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリルオキシプロピオン酸
、イタコン酸、アコニット酸、マレイン酸、フマル酸、クロトン酸、シトラコン酸、無水
マレイン酸、マレイン酸モノメチル、フマル酸モノメチル、およびイタコン酸モノメチル
、ならびに対応する無水物、アミドおよびエステルなどの他の誘導体が挙げられる。ある
特定の好ましい実施形態では、少なくとも１つのカルボン酸基を含むモノエチレン性不飽
和モノマーは、アクリル酸およびメタクリル酸から選択される。ある特定の実施形態では
、コアは、少なくとも１つのカルボン酸基を含有するモノエチレン性不飽和モノマーの重
合単位を、コアポリマーの総重量に基づいて、２０～６０重量％、好ましくは３０～５０
重量％、およびより好ましくは３５～４５重量％の量で含む。
【００１５】
　好適なコアポリマーの非イオン性エチレン性不飽和モノマーとしては、例えば、スチレ
ン、ビニルトルエン、エチレン、酢酸ビニル、塩化ビニル、塩化ビニリデン、アクリロニ
トリル、（メタ）アクリルアミド、（メタ）アクリル酸の（Ｃ１－Ｃ２２）アルキルなら
びに（Ｃ３－Ｃ２０）アルケニルエステル、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチ
ル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）ア
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クリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、オレイル
（メタ）アクリレート、パルミチル（メタ）アクリレート、およびステアリル（メタ）ア
クリレートが挙げられる。ある特定の好ましい実施形態では、非イオン性エチレン性不飽
和モノマーは、メチルメタクリレートおよびブチルメタクリレートから選択される。ある
特定の実施形態では、コアは、非イオン性エチレン性不飽和モノマーの重合単位を、コア
ポリマーの総重量に基づいて、４０～８０重量％、好ましくは５０～７０重量％、および
より好ましくは５５～６５重量％の量で含む。
【００１６】
　本発明における使用に好適な空隙を有するラテックス粒子はまた、少なくとも１つのシ
ェルポリマーを含む。少なくとも１つのシェルポリマー（複数可）は、非イオン性エチレ
ン性不飽和モノマーおよびポリエチレン性不飽和モノマーから誘導された重合単位を含む
。ある特定の実施形態では、少なくとも１つのシェルポリマーは、任意に、少なくとも１
つのカルボン酸基を含むモノエチレン性不飽和モノマーおよび少なくとも１つの「非カル
ボン酸」酸基を含むモノエチレン性不飽和モノマーのうちの少なくとも１つから誘導され
た重合単位を含む。ある特定の実施形態では、空隙を有するラテックス粒子のシェル部分
は、単一段階で、好ましくは２段階で、およびより好ましくは少なくとも３段階で重合さ
れる。本明細書で使用される場合、「最も外側のシェル」という用語は、空隙を有するラ
テックス粒子を調製するために使用される最終の異なる重合段階の組成物を指す。最も外
側のシェルが多段階重合プロセスによって提供されるある特定の実施形態では、最も外側
のシェルは、空隙を有するラテックス粒子の全シェル部分の少なくとも２５重量％、好ま
しくは少なくとも３５重量％、およびより好ましくは少なくとも４５重量％を含む。
【００１７】
　少なくとも１つのシェルポリマーに好適な非イオン性エチレン性不飽和モノマーとして
は、例えば、酢酸ビニル、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、窒素含有環化合物不
飽和モノマー、ビニル芳香族モノマー、エチレンモノマー、および選択された（メタ）ア
クリル酸誘導体が挙げられる。好適な（メタ）アクリル酸誘導体としては、例えば、（Ｃ

１－Ｃ２２）アルキル（メタ）アクリレート、置換（メタ）アクリレート、および置換（
メタ）アクリルアミドモノマーが挙げられる。ある特定の好ましい実施形態では、（メタ
）アクリル酸誘導体は、メチルアクリレート、メチルメタクリレート、エチルアクリレー
ト、エチルメタクリレート、ブチルアクリレート、ブチルメタクリレート、イソブチルア
クリレート、イソブチルメタクリレート、ヒドロキシエチルメタクリレート、ヒドロキシ
プロピルメタクリレート、ジメチルアミノエチルメタクリレート、ジメチルアミノプロピ
ルメタクリルアミド、およびこれらの混合物から選択される。好適なビニル芳香族モノマ
ーとしては、例えば、スチレン、α－メチルスチレン、ビニルトルエン、アルキル置換ス
チレン（例えば、ｔ－ブチルスチレンおよびエチルビニルベンゼン）、およびハロゲン化
スチレン（例えば、クロロスチレンおよび３，５－ビス（トリフルオロメチル）スチレン
）が挙げられる。ある特定の好ましい実施形態では、非イオン性エチレン性不飽和モノマ
ーは、スチレン、エチルビニルベンゼン、ｔ－ブチルスチレン、およびこれらの混合物の
うちの少なくとも１つを含む。ある特定の好ましい実施形態では、非イオン性エチレン性
不飽和モノマーは、スチレンを含む。ある特定の実施形態では、最も外側のシェルは、非
イオン性エチレン性不飽和モノマーの重合単位を、最も外側のシェルポリマーの総重量に
基づいて、１０～７０重量％、好ましくは１５～６０重量％、およびより好ましくは２０
～５０重量％の量で含む。
【００１８】
　外側シェルポリマーに適した脂肪族モノマーとしては、例えば、トリ（メタ）アクリレ
ートおよび混合エチレン官能基を有する（メタ）アクリルモノマーが挙げられる。好適な
トリ（メタ）アクリレートとしては、例えば、トリメチロールプロパントリメタクリレー
ト、トリメチロールプロパントリアクリレート、１，２，４－ブタントリオールトリアク
リレート、１，２，４－ブタントリオールトリメタクリレート、グリセロールトリアクリ
レート、グリセロールトリメタクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ペ
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ンタエリスリトールトリメタクリレート、ポリオキシプロピルトリメチロールプロパント
リアクリレート、ポリオキシプロピルトリメチロールプロパントリメタクリレート、シリ
コーントリアクリレート、シリコーントリメタクリレート、１，３，５－トリアクリロイ
ルヘキサヒドロ－ｓ－トリアジン、１，３，５－トリメタクリロイルヘキサヒドロ－ｓ－
トリアジン、トリメチロールエタントリアクリレート、トリメチロールエタントリメタク
リレート、１，１，１－トリメチロールプロパントリアクリレート、１，１，１－トリメ
チロールプロパントリメタクリレート、１，２，３－トリメチロールプロパントリアクリ
レート、１，２，３－トリメチロールプロパントリメタクリレート、１，１，１－トリメ
チロールプロパントリス（アクリルオキシプロピオネート）、１，１，１－トリメチロー
ルプロパントリス（メタクリルオキシプロピオネート）、１，２，３－トリメチロールプ
ロパントリス（アクリルオキシプロピオネート）、１，２，３－トリメチロールプロパン
トリス（メタクリルオキシプロピオネート）、トリス－（２－アクリルオキシエチル）イ
ソシアヌレート、およびトリス－（２－メタクリルオキシエチル）イソシアヌレートが挙
げられる。ある特定の好ましい実施形態では、トリ（メタ）アクリレートモノマーは、ト
リメチロールプロパントリメタクリレート、トリメチロールプロパントリアクリレートの
うちの少なくとも１つを含む。ある特定の好ましい実施形態では、トリ（メタ）アクリレ
ートモノマーは、トリメチロールプロパントリメタクリレートを含む。好適な混合エチレ
ン官能基を有する（メタ）アクリルモノマーとしては、例えば、ネオペンチルグリコール
モノジシクロペンテニルエーテルのアクリレートエステル、アリルアクリルオキシプロピ
オネート、アリルアクリレート、アリルメタクリレート、クロチルアクリレート、クロチ
ルメタクリレート、３－シクロヘキセニルメチレンオキシエチルアクリレート、３－シク
ロヘキセニルメチレンオキシエチルメタクリレート、ジシクロペンタジエニルオキシエチ
ルアクリレート、ジシクロペンタジエニルオキシエチルメタクリレート、ジシクロペンテ
ニルアクリレート、ジシクロペンテニルメタクリレート、ジシクロペンテニルオキシエチ
ルアクリレート、ジシクロペンテニルオキシエチルメタクリレート、ネオペンチルグリコ
ールモノジシクロペンテニルエーテルのメタクリレートエステル、メタアリルアクリレー
ト、トリメチロールプロパンジアリルエーテルモノアクリレート、トリメチロールプロパ
ンジアリルエーテルモノメタクリレート、およびＮ－アリルアクリルアミドが挙げられる
。混合エチレン官能基を有する他のポリエチレン性不飽和モノマーとしては、例えば、マ
レイン酸ジアリルが挙げられる。特定の好ましい実施形態では、混合エチレン官能基を有
する（メタ）アクリルモノマーは、アリルメタクリレートを含む。特定の好ましい実施形
態では、脂肪族モノマーはトリメチロールプロパントリメタクリレート、およびアリルメ
タクリレートを含む。ある特定の実施形態では、最も外側のシェルは、脂肪族モノマーの
重合単位を、最も外側のシェルの総重量に基づいて、３０～９０重量％、好ましくは３５
～８５重量％、およびより好ましくは４０～８０重量％の量で含む。
【００１９】
　シェルポリマー（複数可）についての少なくとも１つのカルボン酸基を含有する好適な
モノエチレン性不飽和モノマーとしては、例えば、（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリ
ルオキシプロピオン酸、イタコン酸、アコニット酸、マレイン酸、フマル酸、クロトン酸
、シトラコン酸、無水マレイン酸、マレイン酸モノメチル、フマル酸モノメチル、および
イタコン酸モノメチル、ならびに対応する無水物、アミドおよびエステルなどの他の誘導
体が挙げられる。ある特定の好ましい実施形態では、少なくとも１つのカルボン酸基を含
むモノエチレン性不飽和モノマーは、アクリル酸およびメタクリル酸から選択される。あ
る特定の実施形態では、シェルポリマー（複数可）は、少なくとも１つのカルボン酸基を
含有するモノエチレン性不飽和モノマーの重合単位を、シェルポリマー（複数可）の総重
量に基づいて、０．１～１０重量％、好ましくは０．３～７．５重量％、およびより好ま
しくは０．５～５重量％の量で含む。
【００２０】
　シェルポリマー（複数）についての少なくとも１つの「非カルボン酸」酸基を含有する
好適なモノエチレン性不飽和モノマーとしては、例えば、アリルスルホン酸、アリルホス
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ホン酸、アリルオキシベンゼンスルホン酸、２－アクリルアミド－２－メチルプロパンス
ルホン酸（このモノマーについてａｃｒｙｏｎｙｍ「ＡＭＰＳ」はＬｕｂｒｉｚｏｌ　Ｃ
ｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｗｉｃｋｌｉｆｆｅ、Ｏｈｉｏ、ＵＳＡ）の商標である）、２－
ヒドロキシ－３－（２－プロペニルオキシ）プロパンスルホン酸、２－メチル－２－プロ
ペン－１－スルホン酸、２－メタクリルアミド－２－メチル－１－プロパンスルホン酸、
３－メタクリルアミド－２－ヒドロキシ－１－プロパンスルホン酸、３－スルホプロピル
アクリレート、３－スルホプロピルメタクリレート、イソプロペニルホスホン酸、ビニル
ホスホン酸、ホスホエチルメタクリレート、スチレンスルホン酸、ビニルスルホン酸、な
らびにそのアルカリ金属およびアンモニウム塩が挙げられる。ある特定の好ましい実施形
態では、少なくとも１つの「非カルボン酸」酸基を含有するモノエチレン性不飽和モノマ
ーは、２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸、スチレンスルホン酸、およ
びスチレンスルホン酸ナトリウムから選択される。ある特定の実施形態では、シェルポリ
マー（複数可）は、少なくとも１つの「非カルボン酸」酸基を含有するモノエチレン性不
飽和モノマーの重合単位を、シェルポリマー（複数可）の総重量に基づいて、０．１～１
０重量％、好ましくは０．５～７．５重量％、およびより好ましくは１～５重量％の量で
含む。
【００２１】
　本発明における使用に好適なラテックス粒子のシェルポリマー（複数可）は、ラテック
ス粒子内の空隙を支持するのに十分に高いＴｇ値を有する。ある特定の実施形態では、少
なくとも１つのシェルのＴｇ値は、５０℃より高く、好ましくは６０℃より高く、および
より好ましくは７０℃より高い。
【００２２】
　ある特定の実施形態では、コアポリマーおよびシェルポリマーは、単一の重合工程で製
造される。ある特定の実施形態では、コアポリマーおよびシェルポリマーは、一連の重合
工程で製造される。本発明のパーソナルケア組成物中に含まれる空隙を有するラテックス
粒子を調製するのに好適な重合技術には、例えば連続エマルジョン重合が含まれる。ある
特定の実施形態では、空隙を有するラテックス粒子のシェルポリマーのエマルジョン重合
において使用されるモノマーは、１つ以上の非イオン性エチレン性不飽和モノマーを含む
。水性エマルジョン重合プロセスは、典型的には、水性反応媒体中に少なくとも１つのモ
ノマーおよび種々の合成アジュバント、例えばフリーラジカル源、緩衝剤、および還元剤
を含む水性反応混合物中で行われる。ある特定の実施形態では、分子量を制限するために
連鎖移動剤を使用することができる。水性反応媒体は、水性反応混合物の連続流体相であ
り、水性反応媒体の重量に基づいて、５０重量％を超える水、および場合により１つ以上
の水混和性溶媒を含有する。好適な水混和性溶媒としては、例えば、メタノール、エタノ
ール、プロパノール、アセトン、エチレングリコールエチルエーテル、プロピレングリコ
ールプロピルエーテル、およびジアセトンアルコールが挙げられる。
【００２３】
　特定の実施形態では、ラテックス粒子の空隙は、コアを１つ以上の揮発性成分を含有す
る膨潤剤で膨潤させることによって調製される。膨潤剤は、シェルを透過してコアを膨潤
させる。次いで、ラテックス粒子を乾燥させることによって膨潤剤の揮発性成分を除去し
、ラテックス粒子内に空隙を形成させることができる。ある特定の実施形態では、膨潤剤
は水性塩基である。コアを膨潤させるために有用な適切な水性塩基としては、例えば、ア
ンモニア、水酸化アンモニウム、水酸化ナトリウムなどのアルカリ金属水酸化物、または
トリメチルアミンまたはトリエチルアミンなどの揮発性アミンが挙げられる。ある特定の
実施形態では、空隙を有するラテックス粒子は、コア中に存在する膨潤剤と共に組成物に
添加される。ラテックス粒子をコアに存在する膨潤剤と共に組成物に添加すると、膨潤剤
の揮発性成分は組成物の乾燥時に除去されることになる。ある特定の他の実施形態におい
て、空隙を有するラテックス粒子は、膨潤剤の揮発性成分を除去した後に組成物に添加さ
れる。
【００２４】
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　特定の実施形態では、空隙を有するラテックス粒子は、１％～７０％、好ましくは５％
～５０％、より好ましくは１０％～４０％、およびさらにより好ましくは２５％～３５％
の空隙率を有する空隙を含有する。空隙率は、ラテックス粒子が、遠心分離機中の希薄分
散液から圧縮された後のラテックス粒子が占める体積を、同じ組成の非空隙を有する粒子
の体積と比較することによって決定される。ある特定の実施形態では、空隙を有するラテ
ックス粒子は、ブルックヘブンＢＩ－９０によって測定するとき、１００ｎｍ～４００ｎ
ｍ、好ましくは１５０ｎｍ～３７５ｎｍ、およびより好ましくは１９０ｎｍ～３５０ｎｍ
の粒径を有する。
【００２５】
　当業者であれば、本明細書に記載された利点を提供するために（例えば、皮膚への適用
時により好ましい匂いプロファイルを提供しながら、ＵＶ吸収を維持する）、適用分野に
関する一般的な知識、ならびに必要な場合には日常的な実験の組み合わせを介して、特定
の組成物中に使用すべき空隙を有するラテックス粒子の有効量を容易に決定することがで
きる。非限定的な例として、本発明の組成物中の空隙を有するラテックス粒子の量は、組
成物の総重量に基づいて、０．５～２０固形分重量％、好ましくは１～１０固形分重量％
、より好ましくは１～５固形分重量％の範囲であり得る。
【００２６】
　本発明のパーソナルケア組成物はまた、少なくとも１つのＵＶ吸収剤も含む。好適なＵ
Ｖ吸収剤としては、例えば、オキシベンゾン、ジオキシベンゾン、スルイソベンゾン、メ
チルアントラニレート、パラ－アミノ安息香酸、アミルパラジメチルアミノ安息香酸、オ
クチルパラ－ジメチルアミノベンゾエート、エチル４－ビス（ヒドロキシプロピル）パラ
－アミノベンゾエート、ポリエチレングリコール（ＰＥＧ－２５）パラ－アミノベンゾエ
ート、エチル４－ビス（ヒドロキシプロピル）アミノベンゾエート、ジエタノールアミン
パラ－メトキシシンナメート、２－エトキシエチルパラ－メトキシシンナメート、エチル
ヘキシルパラメトキシシンナメート、オクチルパラ－メトキシシンナメート、イソアミル
パラ－メトキシシンナメート、２－エチルヘキシル－２－シアノ－３，３－ジフェニルア
クリレート、２－エチルヘキシルサリチレート、ホモメンチルサリチレート、グリセリル
アミノベンゾエート、トリエタノールアミンサリチレート、ジガロイルトリオレエート、
ラウソンとジヒドロキシアセトン、２－フェニルベンズイミダゾール－５－スルホン酸、
４－メチルベンジリジンカンファー、アボベンゾン、二酸化チタン、および酸化亜鉛が挙
げられる。あるいは、トリアジン、ベンゾトリアゾール、ビニル基含有アミド、桂皮酸ア
ミドおよびスルホン化ベンズイミダゾールなどのＵＶ吸収剤も用いることができる。ある
特定の実施形態では、パーソナルケア組成物は、ＵＶ吸収剤を、組成物の総重量に基づい
て、０．１～５０重量％、好ましくは５～４０重量％、およびより好ましくは１０～３０
重量％の量で含む。
【００２７】
　本発明の組成物はまた、皮膚科学的に許容される担体を含む。そのような物質は、典型
的には、皮膚に有意な刺激を引き起こさず、組成物中の活性薬剤（複数可）の活性および
特性を無効にしない担体または希釈剤として特徴付けられる。本発明において有用な皮膚
科学的に許容される担体の例としては、脱イオン水または蒸留水などの水、水中油型また
は油中水型エマルジョンなどのエマルジョン、エタノール、イソプロパノールなどのよう
なアルコール、プロピレングリコール、グリセリンなどのようなグリコール、クリーム、
水溶液、油、軟膏、ペースト、ゲル、ローション、ミルク、フォーム、懸濁液、散剤、ま
たはこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。いくつかの実施形態では、
組成物は、組成物の総重量に基づいて、約９９．９９～約５０重量％の皮膚科学的に許容
される担体を含有する。
【００２８】
　本発明のパーソナルケア組成物はまた、例えば、増粘剤、追加の皮膚軟化剤、乳化剤、
湿潤剤、界面活性剤、懸濁剤、皮膜形成剤、低級モノアルコールポリオール、高沸点溶剤
、推進剤、鉱油、シリコン感触調整剤、またはこれらの混合物も含んでもよい。このよう
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な成分によって提供される所望の特性を達成するのに有効な任意の成分の量は、当業者に
よって容易に決定され得る。
【００２９】
　研磨剤、吸収剤、芳香剤などの美的成分、顔料、着色料／着色剤、精油、皮膚感知剤、
収斂剤（例えば、クローブ油、メントール、樟脳、ユーカリ油、オイゲノール、乳酸メン
チル、ウィッチヘーゼル留出物）、防腐剤、固結防止剤、発泡剤、消泡剤、抗菌剤（例え
ば、ヨードプロピルブチルカーバメート）、酸化防止剤、結合剤、生物学的添加剤、緩衝
剤、増量剤、キレート剤、化学添加剤、着色剤、化粧品収斂剤、化粧品殺生剤、変性剤、
薬物収斂剤、外部鎮痛剤、フィルム形成剤または材料、例えば組成物のフィルム形成特性
および持続性を助けるためのポリマー（例えば、エイコセンとビニルピロリドンとのコポ
リマー）、不透明化剤、ｐＨ調節剤、噴射剤、還元剤、金属イオン封鎖剤、皮膚漂白剤お
よび明色化剤（例えば、ヒドロキノン、コジック酸、アスコルビ酸、アスコルビン酸リン
酸マグネシウム、アスコルビン酸グルコサミン）、皮膚コンディショニング剤（例えば、
多種のおよび閉鎖性の保湿剤）、皮膚鎮静剤および／または治癒剤（例えば、パンテノー
ルおよび誘導体（例えば、エチルパンテノール）、アロエベラ、パントテン酸およびその
誘導体、アラントイン、ビサボロール、およびグリチルリチン酸ジカリウム）、皮膚治療
剤、ならびにビタミン（例えば、ビタミンＣ）およびその誘導体などであるが、これらに
限定されない他の添加剤が、本発明の組成物中に含まれてもよい。このような成分によっ
て提供される所望の特性を達成するのに有効な任意成分の量は、当業者によって容易に決
定され得る。
【００３０】
　上記のように、本発明のスキンケア組成物は、ＳＰＦおよびＵＶ吸収ブースターとして
非常に有効である。したがって、本発明のスキンケア組成物は、例えば、ＵＶ損傷からの
保護、皮膚の湿潤化、乾燥皮膚の予防および治療、敏感肌の保護、皮膚の色調および質感
の改善、マスキングの不完全性、及び経表皮水分喪失の阻害を含む、皮膚の治療及び保護
に有用である。したがって、一態様において、本発明は、パーソナルケア組成物が、（ａ
）組成物の重量に基づいて、０．１～５０重量％の無機金属酸化物粒子と、（ｂ）組成物
の重量に基づいて０．５～５０重量％のＵＶ吸収剤と、を含む組成物を、皮膚に局所的に
投与することを含む、皮膚をＵＶ損傷から保護する方法において使用することができるこ
とを実現する。本組成物は、ＵＶ吸収剤および本明細書に記載の空隙を有するラテックス
粒子を含有する日焼け止め組成物のＳＰＦまたはＵＶ吸収を高める方法に使用することも
できる。
【００３１】
　本発明の方法の実施において、スキンケア組成物は、一般に、組成物を皮膚に塗布する
かまたは広げることによって、局所的に投与される。当業者は、組成物を適用すべき頻度
を容易に決定することができる。頻度は、例えば、個人が所与の日に遭遇する可能性のあ
るＵＶ光への暴露のレベルおよび／またはＵＶ光に対する個人の敏感度に依存し得る。非
限定的な例として、１日に少なくとも１回の頻度での投与が望ましい場合がある。
【００３２】
　ここで、本発明のいくつかの実施形態を、以下の実施例において詳細に記載する。
【実施例】
【００３３】
　実施例１
　例示および比較のコポリマー粒子の調製
　本発明による例示の空隙を有するラテックス粒子および比較の粒子は、コア、第１のシ
ェル、第２のシェル、および第３のシェル（すなわち、最も外側のシェル）を、それぞれ
、粒子の総重量の４．７重量％、２２．１重量％、２６．８重量％、および４６．４重量
％の量で含有する。例示および比較の粒子はすべて、表１に列挙するように、コア、第１
のシェル、および第２のシェルの同一のモノマー組成を含有する。
【００３４】
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【表１】

【００３５】
　例示および比較の粒子の第３のシェル（すなわち、「最も外側の」シェル）の組成は、
表２に記載のモノマー組成を含有する。
【００３６】

【表２】

【００３７】
　例示の空隙を有するラテックス粒子Ｐ－Ｅ１については、８７５．３グラム（ｇ）の脱
イオン水を、オーバーヘッドスターラー、熱電対、加熱マントル、アダプタの入口、水凝
縮器、および窒素入口を取り付けたクライゼンヘッドを備えた３リットルの４口丸底フラ
スコに添加し、窒素下で８４℃に加熱した。加熱された水に、１５．５ｇの脱イオン水中
０．３０ｇの酢酸、１．７０ｇの過硫酸ナトリウムを添加し、続いておよそ１１０～２２
０ｎｍの平均粒子直径を有する、３１％ポリ（ＭＭＡ／ＭＡＡ／／６０／４０）アクリル
シード（コア）ポリマーの水性分散液を添加した。この８２℃で加熱された混合物に７１
．５ｇの脱イオン水、２．１ｇの２３％ＳＤＢＳの水溶液、９１．６ｇのＭＭＡ、８．９
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ｇのＢＭＡ、および３．１ｇのＭＡＡを含有するモノマーエマルジョンを９０分かけて計
量投入し、続いて脱イオン水でリンスして入れた。次に、３２．８ｇの脱イオン水中０．
６５ｇの過硫酸ナトリウムの溶液を９０分かけて添加し、反応温度を９０℃に上げ、同時
に４８．３ｇの脱イオン水、０．３５ｇの２３％ＳＤＢＳの水溶液、１２０．５ｇのＳｔ
ｙ、６．４５ｇのＤＶＢ、および０．７０ｇのアマニ油脂肪酸を含む第２のモノマーエマ
ルジョンを３０分かけて添加した。第２のモノマーエマルジョン添加完了時に、８．０ｇ
の２８％水性水酸化アンモニウムを添加し、１０分間保持した。９１℃の反応混合物に６
０分かけて、１００．５ｇの脱イオン水、１．０ｇの２３％ＳＤＢＳ水溶液、５０．３ｇ
のＡＬＭＡ、および６．１ｇのスチレンスルホン酸ナトリウムを含有する第３のモノマー
エマルジョンを添加し、続いて脱イオン水でリンスした。反応器内容物を９１℃に３０分
間維持し、０．１０ｇのＦｅＳＯ４．７Ｈ２Ｏおよび０．１０ｇのベルセンを含有する５
．８ｇの水溶液を添加し、続いて１９．０ｇの脱イオン水中の５．１０ｇのｔ－ブチルヒ
ドロペルオキシド（７０％）および１９．０ｇの脱イオン水中の２．６ｇのイソアスコル
ビン酸を、９１℃に維持した反応器に６０分かけて同時に添加した。ラテックスを室温に
冷却し、次いで濾過した。
【００３８】
　すべての他の例示および比較の粒子を、表２に示したモノマーの量の適切な変更で、実
質的に上述したように調製した。
【００３９】
　実施例２
　例示および比較のラテックス粒子の特性
　表３に示すように、実施例１で調製した空隙を有するラテックス粒子を、粒径および空
隙率パーセントを評価した。
【００４０】
【表３】

【００４１】
　粒径は、ブルックヘブンＢＩ－９０を用いて測定した。ラテックス粒子の空隙率パーセ
ントは、各試料をプロピレングリコールで１０重量％分散液を作成し、これを混合して、
ガロン比重量のカップに注ぎ、これに栓をして秤量することによって測定した。１０％水
ブランクも測定し、重量の差を用いて試料の密度を計算し、そこから空隙率を決定した。
【００４２】
　実施例３
　例示的な日焼け止め配合物の調製
　本発明による例示的な日焼け止め配合物は、表４に列挙した成分を含有する。
【００４３】
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【表４】

【００４４】
　例示的な日焼け止め配合物を、相Ａ成分を混合し、７５℃に加熱することによって調製
した。別の容器で、相Ｂ成分を一緒に混合し、７５℃に加熱した。十分に撹拌しながら、
相Ｂを相Ａに混合した。完全に混合した後、相ＣをＡ／Ｂ混合物に添加し、次いで撹拌を
維持しながら混合物を４０℃に冷却した。混合物が４０℃以下である場合、相Ｄ（ラテッ
クス粒子）を、エマルジョン重合によって調製された分散液として添加した。ラテックス
ポリマー粒子を添加しないことを除いて、表３に示す組成に従って、以下では「対照」と
称する対照組成物も調製した。アクリレートコポリマー（ＡＣＵＬＹＮ　３３として）を
組成物に添加して、増粘させて、グリセリンを湿潤剤として添加し、ＥＤＴＡ四ナトリウ
ム（エチレンジアミン四酢酸）をミネラルイオン制御のために添加し、オクチルメトキシ
シンナメートおよびベンゾフェノン－３（それぞれＥｓｃａｌｏｌ　５５７およびＥｓｃ
ａｌｏｌ　５６７として）を紫外線吸収剤として添加し、（Ｃ１２－Ｃ１５）アルキルラ
クテート（Ｃｅｒａｐｈｙｌ　４１として）を皮膚軟化剤および賦形剤として添加し、ア
クリレートコポリマー（Ｅｐｉｔｅｘ　６６として）を防水剤およびフィルム形成剤とし
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て添加し、シクロメチコーン（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　３４５流体として）皮膚軟化剤
及び賦形剤として添加し、ステアリン酸を乳化剤として添加し、トリエタノールアミンを
、ステアリン酸共重合体とアクリレートコポリマーの両方の中和剤として添加した。
【００４５】
　実施例４
　比較日焼け止め配合物の調製
　本発明による比較の日焼け止め配合物は、表５に列挙した成分を含有する。
【００４６】
【表５】

【００４７】
　比較の日焼け止め配合物を、実質的に実施例３に記載したように調製した。
【００４８】
　実施例５
　例示および比較の日焼け止め配合物のＳＰＦ向上熱老化試験
　実施例３および４で調製した例示および比較の日焼け止め配合物を、試験配合物の日焼
け止め指数（ＳＰＦ）を測定することにより、熱老化後の紫外線を吸収する能力を保持す
る能力について評価した。ＳＰＦをＬａｂＳｐｈｅｒｅｓ（Ｎｏｒｔｈ　Ｓｕｔｔｏｎ，
ＮＨ，ＵＳＡ）から供給された積分球とＳＰＦオペレーティングソフトウェアでＵＶ－２
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光度（各試料について２９０－４００ｎｍ）を測定し、このＵＶ吸収スペクトルに基づい
てＳＰＦ値を算出する。ＳＰＦを測定するための以下の手順を使用した。
【００４９】
　調製された組成物を、ワイヤーラウンドロッドを用いて、５ｃｍ×５ｃｍのＰＭＭＡ板
上に、７ミリグラムの高さで塗布した。ＳＰＦ値を、配合した試料の４５℃での４週間の
貯蔵後、及び４５℃で８週間の貯蔵後に、最初に測定した。「対照」も同様に測定し、同
様な方法で保存した。ＳＰＦ向上指数（ＳＢＦ）値を、以下のように計算した。
【００５０】
【数１】

【００５１】
　式中、ＳＰＦｓは、所与の時間（例えば、４週目または８週目）かつ所与の温度（室温
または４５℃のいずれか）で測定された「試料」のＳＰＦ値であり、ＳＰＦｃは、ＳＰＦ

ｓと同じ温度でかつ同じ所与の貯蔵温度で測定された「体層」のＳＰＦ値である。
【００５２】
　本明細書に記載される加速老化試験は、周囲温度で貯蔵された市販の配合物（本発明の
ラテックス粒子を含有する）の予想貯蔵寿命に近似すると考えられ：例えば、４５℃で約
２週間は、３ヶ月後の貯蔵寿命の推定値であり、４５℃で４週間は、６ヵ月後の貯蔵寿命
の推定値であり、４５℃で３ヶ月間は、１．５年後の貯蔵寿命の推定値である。
【００５３】
　したがって、空隙を有するラテックス粒子の特定期間の加熱老化後のＳＰＦ向上保持力
（ＳＢＲ）は、以下のように計算される。
【００５４】

【数２】

【００５５】
　式中、ＳＢＦｈａは、所与の加熱老化期間（例えば、４５℃で１週間、４週間、または
８週間）にある「試料」のＳＰＦ向上指数であり、およびＳＢＦｉは、加熱老化を施して
いない「試料」の初期ＳＰＦ向上指数である。
【００５６】
　架橋シェルポリマー組成物によって提供される熱老化後のＳＰＦ保持は、維持（ＳＢＲ
≧０．８の場合）、部分的維持（０．２＜ＳＢＲ＜０．８）、維持されない（ＳＢＲ≦０
．２）として表される。４５℃で４週間の貯蔵後にＳＢＲを部分的にまたは維持しなかっ
た試料については、８週間熱老化試験を行わなかった。ＳＢＲ試験の結果を表６に示す。
【００５７】
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【表６】

【００５８】
　これらの結果は、本発明に従って調製された例示的な日焼け止め配合物が、比較の日焼
け止め配合物より優れているとは言わないまでも同等のＳＰＦ向上保持力を提供すること
を実証している。
【００５９】
　実施例６
　例示および比較の日焼け止め配合物の揮発性芳香族臭
　実施例１で調製したような例示的および比較粒子の臭気プロファイルを、粒子内の全芳
香族レベルによって評価した。揮発性芳香族化合について試料を分析するために、試料を
５９７３　ＭＳ検出器とパーキンエルマーＴｕｒｂｏＭａｔｒｉｘ　４０トラップヘッド
スペースオートサンプラーを備えたＡｇｉｌｅｎｔ　６８９０　ＧＣ上で実行した。ラテ
ックス結合剤（トルエン、スチレン、プロピルベンゼン、ベンズアルデヒド）のヘッドス
ペース揮発物に一般的に見られる多くの芳香族化合物を、既知の濃度の標準セットを用い
て較正した。較正標準物質を、最初に、ＴＨＦ中に１－１０００ｐｐｍ重量／重量の既知
の重量濃度で調製した。標準物質を、各較正混合物１０－１５ｍｇを２２ｍＬのヘッドス
ペースバイアルに秤量し、テフロン（登録商標）裏打ちセプタムでキャッピングすること
によって調製した。標準物質のヘッドスペース分析を、完全蒸発モードで行い、静的ヘッ
ドスペースサンプリングで起こり得るマトリックス効果を排除した。このモードでは、小
さな試料サイズが使用され、ヘッドスペースのバイアル温度は、対象の揮発性物質が完全
に蒸発するのに十分に高く設定される。この分析のために、標準試料をサンプリング前に
１５０℃で１０分間加熱した。着目した各揮発性について、その化合物の少なくとも３つ
の標準濃度を用いて較正プロットを調製した。次いで、各化合物の各化合物のｍｇ量を、
その化合物の較正プロットからの線形最小二乗方程式を使用して決定した。次いで、各化
合物のｍｇ量を試料の初期重量で除し、次いで１，０００，０００を掛けることによって
、各試料中の各化合物のｐｐｍ（重量／重量）濃度を決定した。平均応答因子を用いて、
較正標準を有さなかった試料中の任意の化合物を較正した。次いで、観察されたすべての
芳香族種の個々の濃度を合計して、試料中の全芳香族濃度（ｐｐｍ、重量／重量）を得た
。水および空気のブランクを、シーケンスの前後で実行した。分析物の質量スペクトルを
用いて、それらの特徴的なイオンに基づいて共溶出化合物を区別した。すべてのサンプル
を再現性を確保するために少なくとも３回測定した。芳香族分析の結果を表７に示す。
【００６０】
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【表７】

【００６１】
　揮発性芳香族臭気試験の結果は、本発明に従って調製された例示的な日焼け止め配合物
が、比較粒子よりもより優れているとは言わないまでも同等の香りプロファイルを提供す
ることを実証している。
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